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Ｏ
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Ｗ
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に
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験
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葉
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は

。
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が
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が
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が
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に
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を
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て
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を
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を
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が

い

れ

知

ク

，

る

め

ん

た

こ

，

レ

も

織
諜
灘
糠

の

ち

天

こ

て

の

つ

扉

と

は

に

錠
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齢
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児
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。
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は
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「
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が
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感
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が
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に
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。
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験
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を
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を
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に
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を
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縁
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は
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と

れ

試

か

し
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が
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翌
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が
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て
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。
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が
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を
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受
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を
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猟
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が
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る

。
た

に

た

し

に

に
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を
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。
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葉
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。
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と
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彼
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・
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て
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を
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6,000人 を上回る会員 が一同に会 した]ス タ リカでの地区大貧 の模様

クレー大管長の話 を通 じて,南 アメリ

カにおける初期の指導者が どれほ ど多

くの犠牲を払ったか思い起こ した。南

部諸州伝道部の元部長であ り,十 二使

徒定員会会員だったチャールズ･A･

カ リス長老 の助けによって,半 世紀前

に最初のステークが組織 されたことに

ついても話 された。

ヒンクレー長老 は次のように語った。

｢カ リス長老 は,自 分が心 か ら愛す る

人々の住む地域である南 アメ リカにス
ま

テークが組織 されるのを目の当た りに

しました。これは彼の生涯に とって身

に余る光栄 となることでしょうb｣

ヒ ンクレー大管長 は出席 している人

人 に,開 拓 者 とな る よう力 説 した。

｢現 在,こ のフロリダ州には10万 人 も

の教会員がいます。ステークが22,伝

道部が4つ,ま たオー ラン ドには美･し

い神殿が建っています。世界中で教会

がす ば らしい発展 を遂 げてい ますが,

皆 さん もその一翼を担ってい ます。…

…｣

ヒ ンクレー大管長 は,さ らに続けて

こう語 った。｢わ た したち には偉大 な
み わざ

御 業 を推進す る とい う義務 があ りま

す。安座 しているわけにはいきません。

前進 しなければならないのです。それ

がわたしたちの責任です。｣

大 会の出席者は,礼 拝堂 と文化ホー

ルを埋 め尽 くした。 また,教 室 を含 む

あ らゆるスペースが満員 で入 り切れな

いほどになった。さ らには,も っと多

くの会員が集 えるようにと,駐 車場 に

大 きなテ ントが組み立て られた。

パナマのパナマ･シ テ ィー

フロリダでの滞在に続いて,ヒ ンク

レー大管長はパナマのパナマ･シ ティ

ーへ と旅立った。1月20日,同 市 にお

いて午前9時 の集会に集った3,000人 を

超 える会員 を対象に説教 を行った。

ヒンクレー長老 は出席者に次の よう

に語 った。｢皆 さんは,バ プテスマを

受 けた ときに,こ の世のものを捨てま
せいさん

した。毎週,安 息 日に聖餐 を受 けると

き,自 分 を天父 と結びつけるその聖約

を新たにするのです。｣

フロ リダと同様,パ ナマで もヒンク

レー大管長は初期の教会員が ささげた

犠牲につ いて語 った。 ヒンクレー大管

長 は,ヒ ンク レー姉妹 の祖 母メ ア リ

ー･ゴ ーブルの経験 を紹介 した。 メァ

リー･ゴ ーブルは10代 の ときに,あ の

悲運の手車隊ウィリー隊 とマーティン

隊の後に続いたポジェッ ト荷車隊の一

員 として荒れ野 を横断 したが,凍 傷の

ため結果 的には足の指 を切断 しなけれ

ばならなかった。

｢開拓者に感謝 しましょう。わた し

たちは彼 らの信仰のゆえに,今 こうし

て数多 くの恩恵 にあずかってい ます。

開拓者たちがロッキーのふもとに定住

するようになってか ら,回 復 された福

音の祝福が全世界に住む人々に伝 えら

れるようになったのです。｣

聖徒の道/1997年6月 号
∩

ヒンクレー大管長は,各 会員が神殿

推薦状 を受 けるにふ さわしい聖 さを保

つ ことの大切 さを強調 した。｢神 殿推

薦状 を保持 しているこ とが,… …忠実
あかし

さの証 と言 えます。 もしまだ推薦状 を
き ょう

受ける資格がないとすれば,今 日この

日こそ,そ の資格 を得 ようと決心す る

日です。｣

会員 との集会に続いて,ヒ ンク レー

大管長 と彼 に同行 している人々は,パ

ナマのパナマ･シ ティー伝 道部で働 く

177人 の宣教師に会った。

コスタリカのサンボセ

同 じ日の午後,ヒ ンクレー大管長一

行 は空路 コスタリカのサンホセへ と向

かった。 ヒンクレー大管長は,ま ず最

初 にこの地域 で働 く200人 以 上の宣教

師と会 い,彼 らのために世界 中で数多

くの人々が祈 っていることを思い起 こ

させた。

翌 日,ヒ ンクレー大管長は,コ スタ

リカのホセ･マ リア･フ ィゲ レス大統

領に会い,こ の国で伝道す る宣教師を

温か く迎 えて くれることに感謝の意を

表 明した。 ヒンクレー大管長 と,同 席

していたネルソン長老,ブ ラッドブオ

ー ド長老 は
,フ ィゲレス大統領 に 『家

族 の宣言』の写 しを寄贈 した。

ヒンクレー大管長は6,000人 以上の会

員と集会 を持ち,彼 らを｢コ スタリカ

における教会の力｣と 呼んだ。 また新

しい改宗者 に対するフェロー シッピン

グの大切 さを強調 した。

｢わ たしたちにはそのような改宗者

がいつ も活発であるように……フェロ

ーシップをし,友 情をはぐくむ義務が

あ ります。毎 日手を差 し伸べなければ

な りません。わた しはコスタリカで改

宗 したすべての男女,子 供 たちがいつ

までも忠実かつ活発であるようにと心

の底か ら願 ってい ます。 この願い は,

ここに集 う6ρ00人 一 人一人が,新 しい

改宗者に援助の手を差 し伸べ ようと決

意するときに実現するで しょう。……

改宗者は自分だけの力で信仰 を維持す

ることができません。……皆 さんの助

けが必要なのです。ほかの人に援助の

手を差 し伸べる人 こそ,真 の末 日聖徒

です。｣

ヒ ンク レー大管長は,話 の締 め くく
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す。｣

その夜の集会でヒンク レー大管長は,

国立体育館に集った8,000人 以上の会員

に説教 を行 った。｢教 会 が皆 さんの生

活の中心 となるように願 っています。

教会を基とする生活をし,教 会 を愛 し,

教 会について祈 り,教 会のために皆 さ

んの娘,息 子 を伝道に送 り出 し,召 さ

れた責任が何であれ教会での奉仕にい

そしむように願っています。｣

1月22日,ヒ ンクレー大管長はホンジ

ュ ラスの首都 テグ シガルパ に到着 し

た。ここで ヒンク レー大管長は 『ラ･

トリブナ』(LaTr1わ ロηa)誌 を代表す

る記者 のイ ンタビュー を受け,ホ ンジ

ュ ラス･テ グ シガルパ伝道 部で働 く

224人 の 宣教師 と集会 を持ち,ホ ンジ

ュ ラス駐在 のアメ リカ大使 ジェー ム

ズ･E･ク リーガ ン氏 を表敬訪問 し,

さ らには1万5,000人 の 末 日聖徒のため

に野外 サッカー競技場でファイヤサイ

ドを開いた。

｢ラ･ト リブナ』誌 とのインタビュ

ーの中で
,ヒ ンクレー大管長は,末 日

聖徒イエス･キ リス ト教会 は会員が政

治に関心 を持ち,選 挙権を行使す るよ

う奨励 していると説明 した。ホ ンジュ

ラスの人々にどの ようなメ ッセージを

伝 えたいか という質問に対 し,ヒ ンク

レー大管長 は次の ように答 えた。｢善

良な民であって ください。隣人 と仲良

く暮 らして ください。お互 いに尊敬 し

て くだ さい。お互いに感謝 し,協 力 し

て くだ さい。 この ような ことに関 し,

何 でも教会 としてお役 に立てることが

あれば,そ うしたい と願 っています。

わた したちの民が この国の誉れ となる

よう,ま たすべ ての人々がわた したち

の もとに来て,学 び,わ た したちの仲

問になるように望んでいます。｣

宣教師 との集会で,ヒ ンク レー大管

長 は新 しい言葉 を学んでい る宣教師た

ちに励 ましを与えた。｢今 やスペ イ ン

語 は,教 会の 第2言 語 にな りま した。

決してこの言語の能力を失わないよう

にして ください。｣

この集会の後,ヒ ンク レー大管長は

クリーガン氏 に会った。同氏は,ホ ン

ジュラスにおける伝道活動 について質

問 し,サ ンペ ドロスー ラ地区での大洪

水の際に教会が人道的援助 を提供 した

ことに感謝の意 を表明 した。

ヒンクレー大 管長 は,夜 になると,

野外集会で何千人 もの会員 と集会 を持

ち,教 会員 に与 えられるいろいろな知

識 と機会 について説教を行 った。｢皆

さんはバプテスマを受けてこの教会に

入った ときに,神 に関する神聖な事柄

について理解す る力 を……上か ら授か

りま した。皆さんは選ばれた世代の人

人であ り,わ たしの兄弟姉妹 なのです。

また,こ の時代 に生を受け,永 遠の福

音によってもた らされる数々の祝福 に

あずかるべ く,全 能の父なる神の偉大

な計画の中で取 っておかれた人々なの

です。この時代,こ の時期 に生 まれ,

神 の驚 くべ き啓示 に関する光 と知識,

理解力 を主か ら授かったことに感謝 し

て ください。｣

エルサルバドルの

サンサルバ ドル

次 に ヒ ン ク レ ー 大 管 長 一 行 は,エ ル

サ ル バ ドル の サ ンサ ル バ ドル に 向 け て

飛 び 立 っ た 。 こ こ で ヒ ン ク レー 大 管 長

は 『ラ･プ レ ン サ･グ ラ フ ィ カ 』(五a

PrensaGra1}ca)誌 の レ ポ ー タ ー か ら,

イ ン タ ビ ュ ー を受 け た 。 ま た,エ ル サ

ヒンク レー大管 長

ルバ ドル･サ ンサ ルバ ド

ル東･西 両伝道部 か ら集

まった374人 の宣教 師と集

会 を持った。

宣教師 との集会中,ヒ ン

クレー大管長 は先 に行 っ

た報道 関係 レポー ター と

の イ ンタビューについて

紹介 した。｢そ の レポータ

ー か ら
,わ た しは こう尋

ね られ ました。『あなたの

教 会の宣教師 は,エ ルサ

聖徒の道/1997年6月 号

ルバ ドルの国民 に何 を提供す るよう指

導 され てい るのですか。』 わた しは,

皆 さんが提供す るのは,よ り良い生 き

方にほかならない と答 えました。エル

サルバ ドルの国民は,自 分たちが神の

息子,娘 であること,ま た豊かで,す

ば らしい,目 的のある人生を送ること

ができることに気づいていません。皆

さんは｢知 恵 の言葉』 を提供 します。

家族 とより良い関係を築 く方法 も提供

します。また主の宮に付随す る数 々の

偉大 な祝福 も提 供すべ く携 えてい ま

す。 この祝福 はふ さわしく生活す るす

べての男女 に与 えられるものです。…

･･皆さんは,天 父がその子供たちに与

えよう と願 ってお られ るあ らゆる幸

せ,あ らゆる喜びを伴 う生活,す なわ

ち永遠 の命 に至 る道 を提 供す るので

す。｣

その夜,ヒ ンクレー大管長は,約1万

人の会員 と集会を持った。その中の多

くは何百マイル もの道のりを旅 して来

た人々であった。その集会で,ヒ ンク

レー大管長は両親 に向けて説教 を行 っ

た。｢父 親,母 親の皆 さん,皆 さんが

この世での命 を与 えた小 さな子供 たち

ほど大切 な ものはほか にあ りませ ん。

この子供たちをよ く世話 し,教 え,愛

し,主 の薫陶と訓戒の中で正 しく育て

て ください。 もし,こ れに反す ること

を行 うならば,神 はその親に責めを負

わせられるで しょう。｣

グアテマラ

ヒンクレー大管長一行 は,中 央アメ

リカ歴訪における最後 の2日 間をグア

テマ ラで過 ごした。3万5ρ00人 を超 え

る会員がグアテマラ･シ テ ィー中央,

北 地区大会の2回 に分けて行われたセ

ッションで,ヒ ンクレー大管長の説教

に耳を傾けた。大会に引き続 いて,12

の ステークか らお よそ1,000人 の指導者

が神権指導者会に集 まったが,そ こで

も説教 を行った。700人 の 宣教師が集

まった集会でも説教 を行い,報 道関係

者のインタビューにも応 じた。

大会を終わるに当たって,ヒ ンクレ
じゅうぶん

一大管長 は知恵の言葉
,什 分の一,神

あかし

権 について証 を述べた。また｢ご く少

数の例外 を除 き,出 席者 のほ とんどが

この教会への改宗者であ り,そ の結果
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うか とい う説明 として,ヒ ンクレー大

管長は 『わた したちは神の啓示 を信 じ

ています』 と語った。 ヒンク レー大管

長 は,同 教会におけるほかの指導者 と

同様,ス ーツとネクタイとい う出で立

ちで,格 好は普通の聖職者 と変わ らな

かった。……｣

｢ヒ ンクレー大管長は,｢わ た したち

は世の中で生活 してい ますが,こ の世

の ものとならないよ うに してい ます』

と述べ た。 また,同 教会における厳 し

い健康 の標準 ならびに取 ってはならな

い有害なものについて,次 のように語

った。 『わた したちにはこの ような も

のは必要あ りません。 このようなもの

がな くても,豊 かな生活が送れるので

す。』｣

｢ヒ ンクレー大管長は,家 族が激 し

い攻撃を受けている現代 の世の中にあ

って,教 会は家族の結束を奨励 し,平

和 な生活 を送るとい う希望 を会員に与

えている と語 った。『も し国家 を引 き

上げたい と望むならば,家 族 を引き上

げなければな りませ ん。なぜな ら家族

は社 会 の 基 本 単 位 だ か らで す 。』｣

(1997年1月25日 付 け,エ ルサルバ ドル

『ラ･プ レンサ･グ ラフィカ』誌)□

教会の方針と発表

開拓者記念全世界奉仕日について
管長会は教会の全神権指導者に

大 対 し,以 下の手紙 を送った。
｢本 年度は末 日聖徒の開拓者がソル

トレー ク盆地 に到着 してか ら150周 年

を記念する年 です。 また この150年 記

念祭は,世 界 中で教会の確立に尽力 し

たあらゆる時代･地 域の開拓者 を敬 う

年で もあ ります。

わたしたち大管長会 は,1997年7月19

日(土)を 開拓者記念全世界奉仕 日と

定め,す べての ワー ド･支 部に,可 能

な場所で少 なくとも合計で150時 間 に

及ぶ社会奉仕 を行 うよ うお勧 め しま

す。過去の開拓者たちの犠牲のうえに

立って,現 在,恩 恵 を享受 しているわ

た したちは,一 致協力 して愛のこもっ

た奉仕 を地域社 会で行 うことにより,

感謝 を示すことができます。

わた したち大管長会は,神 権指導者

の皆 さんが この奉仕 日に地元で奉仕活

動を計画,調 整するよう奨励いたしま

す。｣□

ローウェル･D･ウ ッド長老 の 葬儀

しめや か に行 われる

ソル トレー ク･シ テ ィー発

七
十人第二定員会会員で太平洋地

域会長会会長 を務 めるローウェ

ル･D･ウ ッ ド長老が3月7日,サ モア

で教会業務 に従事する問に逝去 した。

享年64歳 。葬儀 は3月12日 に ソル トレ

ー ク･シ ティーで しめやかに行 われ
,

参列者には家族や友人のほか,大 管長

会をはじめとする中央幹部も名を連ね

た。

葬儀の席上,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク

レー大管長 は,ア ルバー タ州の小 さな

町カー ドス トンに生まれたウッ ド長老
こんにち

が今日に至 るまで長い距離を旅 し,広

い範囲にわたる地域を訪れ,数 多 くの

功績 を上げた ことに触れ,次 のように

述べた。｢ウ ッ ド長老 の生涯 は,注 目

に値する驚 くべ き方法 によって,建 設

的に築 き上げられ ました。｣

ま た,太 平洋地域 の副会長 として,

これまでウッ ド長老を補佐 して きた七

十人のブルース･C･ヘ ー フェン長老

と地域幹部の フィリップ･G･ミ ッチ

エル長老か ら弔辞が寄せ られ,十 二使

徒定員会のジョセブ･B･ワ ー スリン

長老 によって読み上げられた。

｢太 平洋の聖徒たち｣を 代表 して寄

せ られた両長老か らの弔辞の中で,シ

オンを築 く基 となったウッド長老の献

身については,次 のように述べ られた。

｢ウ ッ ド長老の働 きのおか げで,こ こ

数年にわた り,太 平洋地域 はほんとう

に霊的に再生 され,祝 福 を受けてきま

した。｣

ウ ッド長老は,ブ リガム･ヤ ング大

学で学士号 を取得,そ の後モンタナ州

立大学で修士号,カ リフォルニア大学

バークレー校で農業経済学博士号 をそ

れぞれ取得 した。1969年 か ら,ブ リガ

ム･ヤ ング大学 の生物農業科学学部 に

入 り,後 にエズラ･タ フ ト･ベ ンソン

農業食物研究所 の初代理事 となった。

その後教会福祉部で働 き,1979年,青

年期に専任宣教 師として働 いた南アフ

リカ･ヨ ハ ネスバーグ伝道部 に,今 度

聖徒の道/1997年6月 号
L

鑛

羅 雛 藩準欝

雛

盤

　{

･

講
灘

2

齪

盛

は伝道部長 として召 された。

伝道部長の任期 を終えると,教 会福

祉部での職務 を再開した。その後,ニ

ュージー ランド地域管理本部において

実務担当の地区役員 として管理監督会

の下で働 き,そ の後,ア ジア地域監督

の職務 に就いた。1992年6月6日,七 十

人第二定員会会員 に召 された ときは,

フ ィリピン/ミ クロネシア地域監督と

して働いていた。

ウッド長老の遺族 には,ロ ーナ･コ

ックス･ウ ッド夫人 と5人 の子供 たち,

13人 の孫がいる。□
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図の話が必要 なのだろ うか。｣妻 とわ

た しは,ど の時点でその ような話題を

切 り出すのか と,間 際になって戸惑い

を覚 えました。

会合が行われるホテルの場所以外,

何 も知 らなかったわたしたちは,そ こへ

行けば主が道を備えて くださるというこ

とだけを信 じて,東 京から松本まで高速

道を走 り続けて来ました。ほんとうに道

が備えられるのか不安が募 ります。

取材に駆 けつけたNHK,長 野 ケー

ブルテ レビ,信 濃毎 日新 聞の質問は,

オマハからソル トレークまでの旅につい

て,準 備状況,イ ンターネットでの交流

についての話題に集中しました。系図の

話をする機会などまったくあ りません。

その後,有 賀市長,松 本商工会議所

専務理事の本郷文夫氏を囲むように席

が用意 され,話 題は1958年 か らの姉妹

都市 の歴史,両 市民間の様 々な形での

交流や清水所長のユタでの政治家 とし

ての思い出などに及びました。そして,

そ れ らの話 に交え,ソ レンセン長老が

市長に｢系 図｣に ついて語 り始めまし

た。教会が家族歴史の活動に力を入れ

ていることについて,ま たその理 由に

ついて説明を始めたのです。

すると市長は｢何 代 ぐらいさかのぼ

れ るのか｣と 尋ねられ,系 図の話 につ

いては特に興味を持たれているのが周

囲 にもはっ きりと伝わ って きま した。

市長は御 自身の家系図 について触 れ,

十 数代 に及ぶ家系図 をぜ ひとも見せた

いと言われました。 しかしなが ら翌 日

に長野地方部大会 を控えたソ レンセン

長老は,数 回,そ の申 し出を丁重に断

られました。それでも市長 は秘書 に予

定を確認 させ,折 れる様子がまった く

あ りません。最終的には,市 長の強い

申 し出によ り,翌 日の早朝 に市長宅を

訪問する運びとなりました。

3月2日(日)の 早朝,ソ レンセ ン長老

夫妻,清 水所 長夫妻は,市 長宅を訪問

し,朝 食を交え歓談 し,親 交を深める

こととなったのです。

後 にソレンセン長老は,｢そ の場 にエ

リヤの霊が とどまっているのをだれ も

が感 じた｣と 語 られました。

時にわたしたちは,ど のように主の

業 を進めるのか,何 を した らよいのか

迷 うことがあ ります。 しか し,主 の栄

光が現れるように努めるときに,主 御

自身が道を備えて くださる と知ること

ができました。

長野地方部の大会で も,ソ レンセン

長老は,教 義 と聖約第58章9節 か ら10

節 を引用 し,市 長 との会合について話

され ました。｢ま ことに,よ く備 えら
ばんさん

れた主の家 の晩餐 に,す べての国民が

招かれるであろう。まず,富 者 と学者,

知 者と貴人が招かれる。｣

人 々を招 くのはわたしたちではな く,

主 御 自身で ある と知 るこ とがで きま

す。主が望まれる場所へ赴けば,道 は

開かれると強 く感 じる貴重 な経験で し

た。(せ きぐち･お さむ 副監督)'

町田･横 浜ステーク合同
ユースカンファレンスからのレポート

横
浜市 こども自然公園青少年野外 活動セ ンター を会場 に,町 田･横 浜ステー

ク合 同のユースカンファレンスが3月26日 か ら28日 までの 日程で開催 され

た。また2日 目か らは,札 幌ス テークの青少年(指 導者 も含め約30人)も 加 わ り,

総 勢170人 が参加。それぞれのステークの持ち味を生か しなが らの活動 となった。

以下 に3ス テークの参加者からのレポー トを掲載する。

感動 的なユースカンファレンス
福音の実践の場として

町田ステーク若い男性会長

小峰典之 ユτ答窮篇 脚欝:高

目か と思い ます。わた しにとっては,

いつ も感動 させ られ る経験 となってい

ます。
あかしかい

常に,最 後が証 会で締め くくられる

のが,2泊3日 のユースカンファレンス

のパ ターンとなっています。青少年 た

ちは,こ の短い期聞に,相 互に影響 し

合い,信 仰を強 くし,霊 性 を高め,証
み たま

会 で御霊 に満 ちた証 を述べ て くれ ま

す。今年 も,そ のようなす ばらしいユ

ースカンファレンスにな りました。

今回の合同カンファレンス全体 を通

して,わ た しがいちばん感 じたのは,

短い準備期聞,経 験の少ない青少年中

心での準備,大 人数の参加者な ど,い

ろいろ と困難な状況の中,比 較 的スム

ーズに各 プログラムが進行 していった

ことです。 これは,一 つの信仰 を持っ

聖徒の道/1997年6月 号
n
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互いの特色を学ぶ機会 とな り,啓 発 し

合 うことができました。また,参 加 し

た子たちは,よ り多 くの友達を得るこ

とができました。

今回は,｢神 の子 としてふ さわ しくな

ろ う｣と い うテーマで行 われ ました。

プログラムは,自 分たちの手形を布に

張 り,神 の子 として何 をすべ きか 目標

を書いた り,各 ワー ドのタ レン トショ

ー
,野 外炊事,ダ ンス,セ ミナリー,

あかしカい

テ ィスカッシ ョン,証 会 など盛 りだく

さんで した。

最終 日の証会では,い ろいろな思 い

を抱 きなか ら参加 した一人一人のすば

らしい証か続 きました。悩み事があっ

たとき,周 りの人に助け られ主 を信仰

する気持 ちが強 まったこと,委 員長会

を行 っていくときに,祈 りを通 して大

切なことを学んた こと,ユ ースカンフ

ァレンスに参加することによって,こ

の教会には何か大切 なものがあると心

で感 じられたといった証か続 きました。

彼 らの姿 を通 して,神 様がわたした

ち一人一人に関心 を寄せ,そ れぞれの

祈 りにこたえ,導 きや助 けを与 えて く

ださることが分か りました。指導者 と

してユースカ ンファレンスに参加 した

子たちが,信 仰か強ま り,変 わってい

く姿 を見るのは祝福です。

青少年の時期は,今 まで教え られて

きた福音 を 自分の意志 で実際 に行 っ

て,自 分の証を得るときだ と思います。

青少年に とって,ユ ース カンファレン

スのようなプロクラムは,学 んできた

こ とを実際 に行 う絶好 の機会 なので

す。(み うら ちえ)

町田･横 浜ステーク合 同
ユースカンファレンスに参加 して
悩みと信仰の喜びを語り合えた2日 間

札幌ステーク白石ワード

長谷川修平

くたち札幌ステークの青少年は,

ぽ 3月27日 に神殿訪問をして,そ の
後で町田･横 浜ステーク合 同のユース

カンファレンスに参加 しました。

ぼくたちがカンファレンス会場に到着

した とき,町 田･横 浜の兄弟姉妹 は,

癖
曳 働 蝿綿

黙 鎧_

騒蓋麺蛋誌言轟羅難灘
簿婁峯盤轟轟叢
馨難慧難灘朧

饗蝋
暁 。磯･鰭

響

ゲームの真っ最中で,ぼ くたちは入っ

ていけないのではと思いましたが,彼

らは快 く迎えて くれました。その後で

昨年 と同様にダンスを行いました。ほ

くを含 めて札幌 クループの何人かは,

昨年 も横浜ステークのユースカンファ

レンスに参加 しましたが,彼 らのパワ

ーには
,圧 倒されました。

その夜に｢ボ ンファイヤー｣と いう,

ゼ

･

澱

雑

班に分かれての野外炊事

睡

課
禰

鷺

ズ肇

ぼ くたち札幌ステークの青少年 には聞

き慣れない活動があ りました。その活

動 とい うのは,年 齢別にそれぞれの部
あカし

屋 に集ま り,普 段 の信仰生盾や証につ

いて話 し合 うもので,ほ くたちには初

めての経験で した。その場での町田･

横 浜の兄弟姉妹 は,先 ほ どまで楽 しく

遊んでいた彼 らの姿で はな く,従 順な

末日聖徒 としての姿で した。

彼 らの信仰 と証には,と ても大きなも

のがあ りました。教会内外 の友達関係

や悩み,今 の 自分の生活 と信仰生活 と
カ っ と っ

の葛藤,ま た このユースカ ンファレン

スでの信仰や証の意義 と必要性につい

て話 し合いました。最初は,ほ くらに

あカ しカ し

最終日の証会ては 多くの兄弟姉妹か涙

なからに感謝と証を述へた。

響

茎
羅 藁

脇
藤

転

鴨騨

縮凄繍 磁

ぞ
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うな感覚でした。

ワー ド新 聞 『つ ばさ』

の発行

旭川第ニワードの広報紙 『つばさ』B4判2頁

今は,札 幌から旭川の実家 に戻 り,

旭 川第ニ ワー ドに集っ てい ます。

わた しは広報 の責任で,旭 川第ニ

ワー ドの新 聞 『つ ばさ』の発行の

ためにイラス ト,レ イアウ トを担

当 し,時 には取材 し記事 を書いて

います。監督か ら福音 に添 って好

きな ように作 っていいと言われて

いますので,自 由に書いています。

毎月,原 稿 を依頼 した兄弟姉妹か
あかし

ら,ど んな証 が来るのか楽 しみ に

しています。

ワー ド新聞 『つばさ』の 目的は,

旭 川第ニ ワー ドの動 きを分か るよ

うにして,個 人のつ なが りを強め

ることです。今はあま り教会 に集

っていない兄弟姉妹 に,あ なたが帰 っ

て来るのをいつ まで も待 っています と

いうメッセージを送 り,安 心 して教会

に集えるように補助 します。端的に言

えば,皆 で仲良 く,元 気 に頑張れるよ

うに,お 手伝 いをすることです。

例えば,ホ ームティーチ ャーなどが

家庭 を訪問す るとき,何 を言 えばよ

いのか分か らない ときに,こ の ワー

ド新 聞が会話 の良い きっかけにな

れば うれ しい と思って書いていま

す。

家族への伝道の一助として

わた しは口下手なので,家 族に教会

の ことを上手に説明できないことが よ

くあ ります。そんなときに,ワ ー ド新

聞 『つば さ』やパ ンフレッ トを見ても

らい,口 下手なのを補って説明するこ

とに しています。 これも弱点を補うこ

とができる祝福 だと思い,感 謝 してい

ます。家族 に手渡す とき,自 然 に｢こ

うい うものを書いているよ｣と,渡 す

ことがで きます。わた しが編集 してい

ることで家族 も興味 を持 って くれて,

何 か と協力 して くれ ます。

教 会に入る前に,あ れほど心配 して

いた子供のころか ら通っていて宗教 の

人とも,今 のところうまくいっていま

す。みんなわたしが この教会に入った

ことを知 ってい ますが,ほ かの

宗教に対 して否定的な見方を しないと

ころなので,こ れまで どお り仲良 くし

て くれます。

証を分かち合える機会に感謝

証を分かち合えるのは,と てもすば

らしい祝福 です。小 さな証に思 えるこ

とで も,ほ かの人にとっては祈 りの答

えだった りすることがあ ります。ほと

ん どの場合,祈 りの答えは聖霊か,だ

れか を通 して もた らされるものだか ら

です。これか らも広報の責任 を通 して,

そ のような機会 を作 り,伝 道のお手伝

いができればと思っています。

まことの教 会に出会 えたこと,そ の

聖徒の道/]997年6月 号

7令

き っ か 饗

けを作 って くれ た飛鳥昭雄

さん,高 い標準 をもって福音を基 とし

た生活 を しているす ば らしい兄弟姉

妹,主 の業に携わる機会を与えてくだ

さ.ったこと,主 のみ業 を果たそうと努

めているすべての兄弟姉妹 に心 よ り感

謝 します。

主が,わ た したちのために死 を克服
あがな

し,罪 を照い,天 父のようになるため

の道を備 え,そ のための模範 を示 して

くだ さったこ とを証 します。(ば ば･

の りひと ワー ド広報委員)
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もう一つは,神 殿のある場所で儀式

を行っていたときのことです。わた し

の目には直接見えませんで したか,幕

の向 こう側には,車 いすの女性がいる

とい う強い印象 を受 けま した。それで

儀式を終わってか ら,幕 を広 く開けて

通 りやす くしました。 ところが出て来

たのは,普 通の別の女性で した。わた

しはほんとうにびっ くりして,し ば ら

くは声 も出ませんで した。その女性は,

亡 くなられた方の身代わ りで儀式を受

け られたのですが,そ の死者の名前の

方 は,確 かに車いすのお嬢 さんであっ

たと確信す ることがで きました。

主の宮の儀式なくして,

死者も生者も

昇栄することは不可能

このような数々の経験を通 して,霊

界の方々は,一 口も早 く儀式を受けた

いと待 ちわびていると心 に刻 まれたの

で した。主の宮の儀式な くして,死 者

神殿宣教師に召されて
｢主を愛し,心 から求めることによって,

神様は道を開いてくださいます｣一

東京神殿宣教師

川村栄子

た しか,末 日聖徒 イエス･キ リ

わ ス ト教会の福音 を耳にすること
がで きましたのは,5人 の子供 たちか

らです。最初は長男からでした。

当時高校生だった長男が,授 業中に

窓か ら何 かに引 きつけ られるように外

を見ます と,道 路 を歩いている二人の

若い外国人が 目に入 りました。この二

人には,何 かがあると思ったそうです。

それか ら何 日かして,英 語 を無料で

教 えます という広告 を見たので,そ こ

へ友達 と二人で行 きま した。する と,

数 日前学校の窓か ら見た二人の外国人

がいました。彼 らか宣教師であること

を知 り,や がて息子 は英語ではな く,

福 音を学ぶことにな りました。息子 は

宣教師の語るメ ノセージが良い教えで

あることを知 り,姉 や弟たちを次々と

教会へ と導いて改宗させ ました。

様々な宗教を体験して

当時,わ たしは病気がちで,入 退院

を繰 り返 していま した。医者か らも見

聖徒の道/]997年6月 号

も生者 も昇栄することは不可能です。

ゴー ドン･B･ヒ ン クレー大管長は

｢神殿への参入は,努 力 して得 る特権｣

で あ ると言 われ ました(『 聖徒 の道』

1990年7月 号,p58)。 神 殿宣教師の一

人として,一 人で も多 くの皆様 とお会

いで きます ように心か ら願 って いま

す。(か わむら あきら 東京東ステー
ちようせい

ク長 生 ワー ド出身,1996年4月 任命)

放 され,先 祖代 々の仏教に助けを求め

ました。わた しの病気 は後 に治 りまし

たが,精 神的に不安 の毎 日でした。 し

か し,そ の宗教か らは何 ら平安が得 ら

れず,そ の宗教 をやめることにしまし

た。

1年 が過 ぎて,ま た原因不明の病気に

なり,今 度 は別 の宗教団体 の トアをた

た きました。3か 月の修養 を終 え,家

に帰 って参 りま した。 しか し,そ こで

も心の平安が得 られない まま,日 々を

過ご しま した。 このように幾つかの宗

教などに助 けを求めましたが,わ た し

か求める教 えとは違 い,自 分の霊 に永

遠の安 らぎを得 ることができずにい ま

した。

そのころ,子 供たちがこの教会の教

えを聞 くようになり,バ プテスマを受

けたい と言 うようにな りました。不安

に思 ったわた しは,宣 教師に家に来て

もらって,わ た し自身で判断 してみた

い と思 うようになりました。先祖 を大

切 に し,知 恵の言葉 など,徳 高い教 え

の宗教であ ると思い,ま た子供 たちに

も説得 されて,1978年 に改宗 しました。

系図探求への導き

1980年 に東京神殿が建設され,一 般

公開の運 びとなったときでした。娘に

連れ られ,神 殿の中を案内していただ

く機会があ りました。最後 にバ プテス

マフォントに案内され,フ ォントを支

える12頭 の 白い牛を見た ときに,非 常

に驚 きました。 と言い ますのは,こ れ

まで何度 も夢で 白い牛を見ていたので

す。その真っ白い牛が,目 の前 にいる

のです。娘か ら｢お 母 さん先祖だ よ。

先祖がお母 さんの働 きを待 っているん

だよ。夢 に現れたのは,お 母さんに先
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